
〔寄生虫学雑誌第29巻第6号 499-505頁,1980〕

コイワシクジラに見出された大卵裂頭条虫

Dψhy110hothh1ι"1 "1αCア00υαt記1π juraclmo,1973

(cestoda: Diphy110bothriidae

砦者らは,人体から見出される裂頭条虫類の起源を探

る手掛りとして,海産啼乳類に寄生ナる種類の中に,人

の寄生種と共通するものを探索しているが,その過程

で,大複弦円条虫の重斐な宿主として知られるコイワシ

クジラから初めて Dmノリ,U0厶0がυ'h'加属の 1机を見出

し,既知種の中には一致tるものがないことを指摘して

おいた(加茂ら,197D,既知種の中では, D.甜ω肋肌.

'e,1,四hu" cobbold,1858あるいは D. f"1U・"m,1πiHSU,

1935に近似であつたが,頭節の形と大きさ,貯粘嚢の火

きさ,殊に虫卵の大きさなどに差を1忍めたからである.

その後,ベーリング海の卓ククジラに見られた条虫を新

極 Di,hJ,110厶01/jri"リ1 h1α0'00τ,ahu"として Jurachno

(1併3)が報告したので,比骸検討したところ,両者は形

態的に一致点が多いことを知0た,このことは,日本近

海産の啼乳類に寄生ナる裂頭条虫類の再検討を試みた際

楠単に触れたままになうているのでU叩茂ら,1976),こ

こに形態的特徴を述べ,同定の根拠を示したい.
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の圧平染色標本(カーミン染色)を0くり,米熟片節,

成熟片節,老熟片節の各一部については,それぞれ矢状

断,横断組織切片標本を作製し,トリクローム染色を施

して観察した.

鹿

1969年,北海道網走基地に水揚げされたコイワシクジ

ラ Balaenopte皿 LaC6Pede,玲04 1頭から 3 虫体,{也

の 1頭から5 虫体,1970年,宮城県鮎川基地に永揚け'さ

れたコイワシクジラ 1頭から4虫体,他の 1頭から4虫

体,さらに他の1頭から多数の断片虫体を得て10%ホル

ヤリン溶液に保存した.そのうち頭節を備えた完全な虫

体2個(鮎川産コイワシクジラ寄生)について,全虫体

了t

虫体 1(標本第 BL7004号)(Figs.1 ~11).体長51Ⅸ)

mm,最大幅9.5mm,片節総数約1370,頭端より約5mm

(およそ100片節目)から生殖原基を認め,約135mm の

部から子宮がコイル状を呈し,約350mm の部からテ宮

内に虫卵を認める,頭節は,側面観で縦径0.8mm,横

径0.9mm,円味を帯びた三角形を呈し,後緑が体の先端

部にかぶさるように下り,背腹全長にわたつて広い吸逃

があり,吸満緑は幅広く,深く巻き込まれている.顕部

は認められない.片節は縦径より横径の方が火きいが,

後方の片節では正方形に近くなる.生殖孔は,腹面正中

線上,片節前緑から縦径の約リ0の部に開き,〒・宮孔はや

や離れて開いている.子宮ループは片但1Ⅱ4~19を数え,

ほぽ平行で,末端ループは陰窒獲を越えて前方に伸びる

ことはない.片節幅の約リ5~V,を占める子宮領域には柿

巣,卵黄腺は分布しないが,,ヂ央付近の長いループとは

多少分布が重なることもある.矢状断組織切片で,陰茎

褒は西洋梨形を呈し,火きさは 0.530×0.170mm,腹面

に対して斜位を占める.貯精褒は前後に長い柿円球形

で,0.530×0.320mm,褒壁は厚く(0,05mm),陰茎發

の下面後方に接続し,体片節の長軸と平行に長軸をむけ

て位置する.腔は舗質屑の艘面近くを比較的直線的に上

行し,陰茎近くでゆるく1狗曲して陰茎孔の直下に按して

開く.精巣はかなり大きく(0.08×0.12mm),髄質屑内

に1胴に配列ナる.排池管,神経幹は左右各1対髄質餅
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を縦走ナる.内側縦走筋廟の発途は中等度で,筋束の配

列もまばらで外応に近い方が密になつている.山卵は長

計泗形で,小薑近い部に最大柵部のある形が多く,長

径 86.8士2.451,m (81.0~91.8."m),短1玉'18.6土 1.3."m

q5.9~51.3μm),無釜端突起は薯明でない
虫体2 (標本第 BL 7005・見・)(F地S,12~2D .体長

3650mm,最大幅12mm,片節総散約7如,頭端よリ約7

(およそ86片節目)から生殖原基を認め,約102mmn1Π1

の部から子宮がコイル状を呈し,約220mm の部から子

宮内に虫卵を認める.頭節は側面観で縦0.87mm,横0.9

ほぽ菱形を呈し,中央部が最も幅広い.背腹の咲In111,

溝は全長にわたって広く,吸満緑は棚広く,深く巻き込

まれている.頓部後緑はたれ下らないが,頻部は韶めら

れない.片節は縦径よりも横径の力'が火きいが,成熟~

老熟片節では正方形に近いものが多く.後方では逆に縦

径の方が織径よりも大きく,約1.5倍に迷する片節があ

る.生苑孔は片節前緑から縦径の約V.の部の股面正中線

上に開き,子・宮孔はやや商朗τた下方左右にずれて開く.

子宮ループは片側12~16を数え,ほぼ平行で,末端ルー

プは除茎褒を越えて上方に伸びない.子宮領城には粘

巣,卵黄膿の分布を認めないが,妥いループとは多少重

なることがある.矢状断組織り」片で,陰茎磁は西洋梨形

を呈し,火きさは約0.400×0,250mm,股面に対して斜

めに位置し,下而後方からそれに接続する貯粘糞は,長

打1円球形で,長径0.70omm,短径0.40omm,壁の厚さ

0.04mm,長軸を体片姉の長軸と平行させた位置をとる,

腔は葡質酬の艘面近くを比較的砲線的に上行し,陰茎妻

近くでゆるく前仙して,陰茎孔下面に接して共通の生殖

口に開く.儲巣(廼径約80~Ⅱ01血)は髄質凧内に 1屠

に配列ナる.排池管,神経幹は,左右各1対舶質眉を縦

に走0ている.内側縦走筋眉は中等度に発遼し,筋東の

配列はまばらで外厩に近いほど密に分布する,出卵は長

柿円形で,中央よりやや小薑寄リに最大幅部のあるもの

が多く,長径95.3土2,7μm(81.8~99.91'm),錘径50.9土

1.1"m (48.6~52.7μm),無蓋端の突起は茗明でない.

考察

形態的特徴が上述のものに近似ナる種類としては,

D."CリυN4ιe,11aι"Jル C01)bold,1958, D./Ⅱ1υ'リ1nluli

Hsa,1935, D."1αCroowahUπ Jurachno,1973 など力二考
えられる. D."C"Uπa",hdhUルにっいては, cob、old

(1舗8)の記載が極めて不充分なものであり,その後の

迫加机告に関しても議諭の多い柧類であるが, cohn

(1912), st"nkard (1949), Deljamur●(1968)なEを

結語

北海逃網走基地および富城県鮎川韮地に水揚げされた

コイワシクジラ B41"CNoptι゛'a αι1"0,'osh'ala LaC6Pe(1e,

1804から初めて見出された製頭条出の 1麺は,頭節の大

きさが約V=に過ぎないこと,陰基巽にくらべて貯精褒が

大きいこと,子宮ループの数が多い二となどに差がある

参照しながら比鞍したところ,頭節が大きく,形がハン

マー状ではないこと,貯棚襄が伽対的に火きく,壁が厚

いこと,髄質屡の排池管数が1対であること,虫卵が極め

て長大な:となどの諸点で区別さ九る. D./"1υ・川Ⅲ肌i

とは,頭節が火きく,形がやや円いこと,貯粘褒力二柿対

的に火きいこと,子宮ループ数が多いこと,虫卵が極め

て長大なととなどの点に差が1忍めらオ{る. D.加ao'0・

0τ,αι川↓とは,蕨節の火きさが約リ=に過ぎないこと,相

対的に陰茎弧が小さく,貯精褒が大きいこと,成勲片節

の子宮ループ数がやや多いことなどに差を認めるので,

別種となる可能性も残されてはいるが,虫卵が極めて長

大なこと,縦走筋劇の性状,陰茎髪と貯精嚢の位匙関係,

腔の走行など,多くの特徴が一致していることを重視

し,伺一種と彪えた.なお分類同定には関係ないカニ,生

殖孔周辺の genital pitS については加茂ら 097D が

認められないと報告し, Jurad゛0 (1973)の記纖にはふ

れられてぃないものを,1」1根ら(1俳6)は走査型電子顕

徴鏡像において1忍めている.

製頭条虫類の分類に川いられる形態学的基準は,北欧

淡水産の近似極間の鑑別に用いられている諸基準を除い

てば,来だ確立されたものがないといってよい.従0

て,ここに論じた形態的特徴の差は,将来意味のないも

のと判定される可能性もあるが,現時点では多くの可功二

この穏座の差で区別されて扱われており,生活史なども

明らかにされたものがほとんどない現段階ではやむを得

ないことと考えられる.

Dψ/り,π0厶0がυ・hりル属の条虫ぱ,こ九まで鰭脚願(P血,

nipe〔Ⅱa)から多数の極類が見出されているが,鯨目

(ceねCea)としては侍鯨亜目(odontocetl)から課告が

あるだけで,ひげ鯨亜日(MySι"ocetD においてはイワ

シクジラから1!1た祉不明の幼若虫体の枇告イDeljamⅢe,

1955)以外にはなく, D."1α0・oouahUルカニ最初の種で

ある.コイワシクジラがこの艦の自然終宿主として追加

報告されたわけであるが,築2中問富主にっいては,コ

ククジラ,コイリシクジラおよびヒトに共通の食料とな

つてぃる小輩リ群集魚の中に見Ⅱ.1さ九る筈であるが,まだ

明らかにされていない



が,虫卵が極めて長大なことなど多くの形建的特徴がー

致ナるので, Di,力J,1i0ιoihl'hιhl "1αιJ'00ι.atlu" Jurac・

Imo,と同定し,和名を火卵裂頭条虫と呼ぶことを提唱

した.また,この条虫の新しい自衆孫冬宿主と新しい分布

地を迫加報告したことにもなる

課木の採染に尽力された,.11.羽Rメ:学1匠学都付属苅院小

央検笠生技官(元当教室技官),原功氏および当敏室技

官,杉原豊氏に深講し,梗本および原稿作製に柧々協

ブ"、ただVた,当教塞技官,荊原小夜子氏九らびに水務

職n,長お川刀千氏に感謝ナる.
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Scolex,1ar岩er semlna1 νesicle,1arger numbet

小e pre5ent 5Pecies were genera11y coincident
found lrom 血e intestine of Grey whale,

BeTing sea by Jurachn0 1973. As a result,
and distribution of t11e cestode.

FIRST RECORD OF D1四HγιιOBOTHR1υAIA/ACROOVATUAIJURACHNO,

1973 FROM MINKE WHALE, BAιA三N017ERA ACUTORosrRATA

LACEPEDE,1804 (CESTODA: DIPHYLLOBOTHRnDAE IN JAPAN

HA」1ME KAMO, JOJI MAEJIMA

DeparhNe1ル 0f Alcdiιal zo010gJ,, ToiloJ'i u"i1尼r$il)

Sιho0ι 0/入lbdi'hル,γ0"ago c"y, Ja,α")
AND

RYO HATSUSHIKA

(D',arι"1eπι of 1セrl'asiι0ιog),,κ4Wasaιi A1ιdiC41

Sι11001,κιι1'4$/U'免i cilJ,, Japa11)

An unknown specie5 0f the genus Di,1ミyιι060ι/1rhUル ftom Nlinke 气¥hale, Balaι110,ιι1'4

aιιil。r。sh・at4,1anded at Aba5hiti, Hokkaido (1969) and Ayukawa, Miyagi prefecture 1970, which
has been Tepotted befoTe by Kamo eι al.【197D, wa5 ide"ti6ed as Di,14γπ06011υ'ル"ι"ιαιro、
OTlatιι1,ι JUTachno,1973 in thi5 Paper.

Despite of some di仟eTences in its sma11er

Of uterine loops, the moTph010gical characters of

With those of D."1aι,'00τ,ιιhιリ1, whiC11 h丑5 been

三諭ιhriιhti加 gib厶0$"S ETxlebe訂 in11abiting in the
this is also the new lecord of natural Hnal h05t
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F喰.

Fig.

Fig

Fig,

FiR.

Plate l: i)."川"rooTahu゛1 Specimen l NO. BL 7004

、、1hole speci1口en.

Scolex,1aterι11 Vie、V.(scale=0.51nm, comln011 to Fig.3

Scolex, dorso・ventral 、,ie、V.

Immature segnlents at about 50mm from onteTior end
Im1Πature segme11ts at about 20o mm {rom anterior end.(scale=5 mm,
Common to Fig.4)

MaιUre segments at about 51〕omm from anterior end.(scale=5t"m,
Common to Flg.フ)

Gravid segments at lerminal paTt.
Sagittal section, showing telalive poS11ion of gential oTgarls in gravid
Segment5.(scnle=0.5 mm)
C : cj訂US 5ac, S : seminal ve5icle, ga ; genital ntriUΠ1, UO : uterine opening.
Sngittal sectiofl, showing vagina nnd other genilals,(scale=0.5 mm)
VO :、,oginnl opening

CToss section, giving attention t0 100"itudin皐l mⅡScle layer.(scale

0.5mm)

Egg (scale=201'm)

Plate Ⅱ:1)."iarJ'00τ,ahUⅡ Specimen 2 NO. BL 7

、vhole specimen.

Scolex,】aιetal vie、U.(scale=0.5 mm)
Egg.(SC皐le=20μm)
ImmatuTe segment5 乳t about 50mln fTom anterior e"d、(scale=5mm,
Common to Fig.1の

Immatute segments at about 2卯 mm from anterior end
Mature segme11ts at about 18mmm from antetior end,
Gravid segmenιS at terminol part.(scale=5mm, common to Fig.17)
Sagittol section,1atera1 6eld.(scale=0.5mm)
Segittal section, showjng Telative position o{ genital organs.(scale
0.51"1n)

C : ciTrU5 Sac, S : semi11al vesicle, UO : uteTine opening.
CT05S seCιion, giving attention t0 10"gitu〔"nnl muscle layer.(scale=

Fig.6

F璃

F璃.

Explanation of Fi雪UN尋

Fig.9

Fig.10

Fig.11

Fig.

Fig

Fig.

Fig.

Fig.21

Fig.16

Fig.17

Fig,18

Fig 19

Fig,20
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